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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2024年（令和６年）

第872号
９
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

10月１日（火）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

９月26日(木)10時～、11時～

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
７
月
に
第
11
波
が
到
来
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
。
毎

年
お
盆
明
け
に
増
え
る
傾

向
に
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

感
染
者
が
落
ち
着
い
て
く
る

と
増
え
る
の
が
新
型
コ
ロ
ナ

の
後
遺
症
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
で

す
。
ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
回
数
が
多
く
な
る

ほ
ど
後
遺
症
の
発
生
率
も
高

く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
▼
こ
れ
ま
で
の
後
遺
症
と

し
て
「
せ
き
」
「
た
ん
」
「
味

覚
障
害
」「
嗅
覚
障
害
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
は
、
倦
怠
感
な

ど
軽
い
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
が

残
っ
て
い
る
な
か
、
仕
事
を
頑

張
っ
た
り
激
し
い
運
動
を
続

け
た
り
す
る
事
で
動
け
な
く

な
り
、
３
日
以
上
寝
込
ん
で
し

ま
う
慢
性
疲
労
症
候
群
の
こ

と
で
す
▼
一
番
の
対
策
は
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
な
い
こ
と
で
す

が
、
３
食
し
っ

か
り
食
べ
し
っ

か
り
睡
眠
を
と

り
、
規
則
正
し

い
生
活
を
送
る

こ
と
が
大
事
で

す
。
今
の
時
期

は
水
分
を
取
り

な
が
ら
無
理
を

せ
ず
、
こ
ま
め

に
休
憩
を
取
り

な
が
ら
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

水分取りこまめに休憩して乗り切ろう

（齋藤 孝志・常任執行委員）

　杉並支部より５人（吉田ビーバーズ隊
長、児玉後継者対策部長、坪井青年部長、
藤澤・山上書記）が、秋の能登半島復興支
援に向けた下見・作業と石川県建築組合連
合会へ支援金を届けました。
　7月26日22時に杉並支部を出発、能登ボ
ランティアセンターには27日6時30分に到
着しました。午前中は「民家のブロック塀解
体と運び出し」、午後は「農家の蔵にある大
量の木材を切断して運び出し」をおこない、
一緒に作業をした一般ボランティアの方か
ら「プロのスキルと気概に脱帽した」と驚き
の声が。終了後、特に被害の大きかった珠
洲市を視察、輪島市にある航空学校ベース
キャンプで宿泊しました。
　28日は早朝から輪島市の大火災のあった
市場周辺を視察、全壊の家が立ち並ぶ街並
みに改めて被害の大きさを実感。その後、
金沢にある石川県連に支援金を届け｢全国の
みなさんの温かい支援は本当にありがたい｣
と嶋田支部長は話されました。
　住宅はおろか、液状化による地面の隆
起・沈下で道路標識も復旧されていない場
所もあり、国が主体となるべきはずの復興
政策は進んでいない状況です。5人は28日
深夜に無事に戻って来ました。杉並支部で
は、今月改めて、能登半島地震復興支援活
動をおこなっていきます。

【亀島 周さん（浜福・補修）記】組合に新加入
したフィリップさんと原さんの3人で参加しまし
た。名刺交換をおこない、原さんは旧友と再会し
たそうです。仕事でもつながりが持てるとよい
です。

【緑水興業㈱　竹仲 隆子さん（高和・消防設備）記】
同僚2人と初めて参加しました。組合は色々な活動を
していて、さまざまな職種の人がいますね。とても楽
しい時間でした。組合は利用しないともったいないと
思います。

　

何
も
し
な
い
と
組
織
は
減

少
す
る
ば
か
り
。
組
合
で
は

毎
年
春
と
秋
に
強
化
月
間
を

設
け
て
、
組
織
を
大
き
く
す

る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
で
き
る
こ
と
を
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

未
加
入
者
教
え
て

　

周
り
に
組
合
未
加
入
者
は

い
ま
せ
ん
か
？
組
合
の
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
守
る
た

め
に
は
、
組
織
の
大
き
さ
が

か
か
せ
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内

容
は
、
分
会
役
員
・
書
記
局

が
説
明
し
ま
す
。
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

訪
問
行
動
に
参
加
を

　

拡
大
行
動
日
に
は
分
会
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
、
区
内

65
歳
未
満
の
仲
間
を
対
象
に

「
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」訪
問

を
お
こ
な
い
ま
す
。
行
動
参

加
者
に
は「
行
動
参
加
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
」を
配
布
、5
ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
ご
当
地
ラ
ー

メ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

能
登
半
島
復
興
支
援

プロのスキルと
気概に脱帽される
石川県連に支援金

8
月
25
日
に
神
宮
外
苑
に
あ
る
「
森
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」
を
会
場
に
「
秋

の
組
合
員
交
流
会
＆
秋
の
拡
大
出
陣
式
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
参
加
者

１
６
４
人
）
。
初
参
加
の
仲
間
や
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て
の
参
加
も
あ
り
、

大
い
に
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

仲
間
と
つ
な
が
ろ
う
組
合
を
利
用
し
よ
う

12
時
10
分
に
栗
林
副

委
員
長
の
司
会
で
組
合

員
交
流
会
＆
拡
大
出
陣

式
が
ス
タ
ー
ト
。
鎗
田

委
員
長
、
中
村
本
部
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
角
田
副
委
員
長
の

発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

当
面
す
る
課
題
で

は
、
齋
藤
組
織
部
長
よ

り
「
み
な
さ
ん
の
協
力

で
仲
間
を
増
や
し
、
３
、

１
０
０
人
を
超
え
る
支

部
に
し
て
い
き
た
い
」

と
、
秋
の
拡
大
月
間
成

功
に
向
け
た
訴
え
が
あ

り
、「
火
災
・
地
震
共

済
加
入
促
進
」（
河
原

井
厚
文
部
長
）
、「
健

診
受
診
の
呼
び
か
け
」

（
岸
川
社
保
対
部
長
）
、

「
後
継
者
イ
ベ
ン
ト
」

（
石
川
組
織
担
当
四

役
）
、
東
京
土
建
ま
つ

り
（
縫
村
書
記
長
）
の

呼
び
か
け
へ
と
続
き
ま

し
た
。

31
本
用
意
し
た
お
楽

し
み
抽
選
会
で
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
石
川

組
織
担
当
四
役
の
閉
会

あ
い
さ
つ
・
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
終
了
し
ま
し

た
。

齋藤 組織部長

秋の拡大月間スタート

組合員交流会「森のビアガーデン」164人参加
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
欲
し
い
人
！　

ハ
〜
イ
！

ディズニーペアチケットを見事ゲット
（大島悠聖くん・井荻）

亀
島
さ
ん
（
右
）
と

新
加
入
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん

竹
仲
隆
子
さ
ん
（
右
か
ら
2
番
目
）

手
前
2
人
が
同
僚
の

男
庭
さ
ん
（
左
）
と
鈴
木
さ
ん

で
き
る
こ
と
①

で
き
る
こ
と
②

仲間を組合へ！組織を大きく

本部・北支部の参加者と
前列左より坪井青年部長、吉田隊長、山上書記、
児玉後継者部長、後列右端藤澤書記

石
川
県
連
に
支
援
金
を
届
け
る
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 「長周期地震動」に関する記述のうち、正しいものはどれか
❶ゆったりとした揺れをもたらす地震動は、周期が数秒から数十秒と長く続く「長周期地震動」と呼ばれている。
❷2003年に発声した十勝沖地震では、震源から250㎞も離れた苫小牧市で、石油タンクが火災を起こしたが、         
これは長周期地震動とは関係のない「スロッシング現象」であった。
❸海溝型の巨大地震の場合、長周期地震動は、震源域から遠い都市部では発生しない。

 「山体崩壊・岩屑（がんせつ）なだれ」に関する記述のうち、正しいものはどれか
❶地震の衝撃で山体が大規模な崩壊を起こすことがある。巨大な地盤災害であるが、事前の対策により山体崩壊は食
い止めることができるようになった。
❷岩屑なだれは、大量の土石が大量の水を媒体として流下するため、地表との摩擦が大きく速度が遅い
❸岩屑なだれは、大量の土石が空気を媒体として流下するため、地表との摩擦が小さく、速度を増す。そのため、運動
エネルギーが大きくなり、破壊力を増す。

  「津波」に関する記述のうち、正しいものはどれか
❶津波が伝播する速度の式にあてはめると、太平洋の平均水深である約4,000mの所では、時速約250㎞という新幹
線並みの速さで伝播することになる。
❷「津波地震」とは、地震の揺れそのものは小さいのに、津波を襲来させるタイプの地震を指す。
　地震によって発生する津波の9割はこのタイプのものである。
❸「遠地津波」とは、海のかなたで起きた地震によって発生し、海を渡って襲来する地震を指し、気象庁では日本の沿岸
から600㎞以上離れた海域で発生した津波と定義している。

防
災
士
模
擬
試
験
で

防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

　

今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、実
際
の
防
災
士
試
験
で
使
用
さ
れ
て
い
る
模

擬
試
験
を
も
と
に
、災
害
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
設

問
は
3
問
で
す
。
解
答
は
本
号
4
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す（
解
説
次
号
。

ま
た
は
支
部
担
当
・
双
木
ま
で
）

問１

問２

問３

原水禁
広島大会
参加報告

　８月20日に公明党・立憲民主党・共産党、27日に自由民主党・維
新無所属議員団とそれぞれ政策懇談会をおこないました。
　私たちの要望は①建設業を杉並区の地域振興策に位置づける、
②現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書を国に
提出、③石綿の事前調査・除去費用の施主負担の周知、④公契約条
例の実効性を担保するための力添えと現場賃金調査への同行など5
点。参加した議員からは「現場賃金調査には引き続き参加する（立
憲民主党）」「石綿含有建材（レベル３）までの除去費助成金の創
設を検討（公明党他）」などの回答がありました。

組合の要求実現を

【
梅
田
遼
河
・
記
】
1
日
目

の
開
会
式
で
は
、
全
国
だ
け

で
は
な
く
世
界
各
国
か
ら
核

の
現
状
や
核
運
動
に
つ
い
て

話
し
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

会
場
の
手
す
り
に
は
、
今
大

会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
々
の
名
前
の
書
か
れ
た
札

が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
の

は
自
分
た
ち
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

世
界
中
で
こ
れ
だ
け
の
方
々

が
活
動
し
て
い
る
ん
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
被
爆
者
の
方

の
話
と
平
和
記
念
公
園
の
ガ

イ
ド
付
き
の
案
内
を
受
け
ま

し
た
。
被
爆
者
の
話
は
今
回

が
２
回
目
で
、
１
回
目
は
小

学
生
の
時
に
被
爆
者
の
方
が

【
五
藤
航
汰
・
記
】
開
会
式

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
被
災

者
の
話
を
聞
き
、
色
々
な
形

で
沢
山
の
方
が
被
害
に
遭
い
、

今
、
世
界
や
日
本
が
ど
の
よ

う
な
方
向
で
動
い
て
い
る
か

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
他

人
事
で
は
無
い
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
と
て
も
い
い
機

会
で
し
た
。

　

動
く
分
科
会
で
は
、
実
際

に
原
爆
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

広
島
の
方
の
話
を
、
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
や
絵
を
見
な
が
ら

聞
く
時
間
が
あ
り
、
当
時
の

大
変
さ
や
辛
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、今
も

な
お
、
放
射
線
に
よ
っ
て
苦

し
ん
で
い
る
方
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
今
後
も
繰
り
返
し

た
く
な
い
と
い
う
被
災
者
の

思
い
を
実
際
に
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
、高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

若
い
方
が
伝
承
者
に
な
っ
て

話
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い

う
こ
と
を
聞
き
、
若
い
方
に

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
欲

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
和
公
園
に
あ

る
慰
霊
碑
や
資
料
館
、
原
爆

の
落
ち
た
場
所
等
を
解
説
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
見
学
し

ま
し
た
。
初
め
て
見
る
原
爆

ド
ー
ム
や
被
害
に
遭
わ
れ
た

当
時
の
写
真
や
生
徒
の
制
服
、

カ
バ
ン
、
弁
当
箱
等
、
原
爆

で
の
被
害
や
そ
れ
に
伴
う
放

射
線
で
の
被
害
を
目
の
当
た

り
に
し
、
そ
の
写
真
や
当
時

の
ま
ま
残
っ
た
遺
品
が
今
で

も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、原
水
禁
世
界
大
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の

色
々
な
話
を
聞
き
、
動
く
分

科
会
で
は
原
爆
の
怖
さ
や
リ

ア
ル
を
知
り
こ
と
が
で
き
、と

て
も
貴
重
な
3
日
間
で
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
少
し

で
も
多
く
の
人
へ
伝
え
る
こ

と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

学
校
に
来
て
、
被
爆
し
た
当

時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
話
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
回
聞
い
た
お
話
は
、

小
学
生
の
頃
に
聞
い
た
体
験

と
全
然
違
う
お
話
で
、一
人

ひ
と
り
全
然
違
う
体
験
を

し
た
の
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
被
爆
者
た
ち
の
声

を
実
際
に
聞
き
、
こ
の
声
を

代
々
日
本
が
受
け
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
核
保
有
国
の
核
が

増
え
て
お
り
、
核
廃
絶
運
動

を
大
き
く
し
、
世
界
中
か
ら

核
を
廃
絶
さ
せ
な
い
と
広

島
・
長
崎
の
よ
う
な
被
害
が

世
界
各
地
で
起
こ
る
と
思
う

と
、
と
て
も
心
が
痛
い
で
す
。

69
（
ロ
ッ
キ
ュ
ウ
）※
行
動
の

大
切
さ
や
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
の
大
切
さ
を
被
爆
者
の

方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　

平
和
記
念
公
園
に
あ
る
広

【
災
害
対
策
委
員
会
】
8
月

4
日
に
支
部
会
館
を
会
場

に
普
通
救
命
講
習
が
お
こ
な

わ
れ
、
合
計
36
人
（
新
規
26

人
・
再
講
習
10
人
）
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

杉
並
消
防
署
と
杉

並
消
防
団
の
有
資
格

者
の
ご
協
力
の
も
と

「
心
肺
蘇
生
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

す
る
こ
と
で
傷
病
者
の
社
会

復
帰
率
が
高
ま
り
ま
す
。
少

し
の
勇
気
で
行
動
に
移
す
こ

と
が
傷
病
者
を
救
う
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
後
の
災
害
対
策
活
動

に
プ
ラ
ス
と
な
る
、
大
変
有

意
義
な
講
習
で
し
た
。

普
通
救
命
講
習

中断せず連続しておこなうこと中断せず連続しておこなうこと
あと必要なのは少しの勇気あと必要なのは少しの勇気
中断せず連続しておこなうこと
あと必要なのは少しの勇気

区
議
会
政
策
懇
談
会

島
平
和
資
料
館
や
折
り
鶴
や

平
和
の
像
も
見
学
、
平
和
資

料
館
で
は
実
際
に
爆
心
地
に

い
た
方
の
持
ち
物
や
衣
類
が

展
示
さ
れ
、
被
害
に
遭
っ
た

方
々
の
名
前
や
日
本
軍
の
活

動
記
録
が
あ
り
、
太
平
洋
戦

争
と
爆
心
地
へ
の
被
害
が
鮮

明
で
生
々
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

は
、
と
て
も
多
く
の
団
体
が

参
加
し
て
お
り
、一
団
一
団
の

熱
意
を
感
じ
、
自
分
た
ち
も

も
っ
と
核
廃
絶
運
動
を
頑
張

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

参
加
者
の
熱
意
、
運
動
の
前
進
を

こ
の
経
験
を
多
く
の
人
に
伝
え
る

簡
易
模
型
人
体

（
ト
ル
ソ
ー
）
を
使
用

合
計
36
名
が
受
講

杉
並
消
防
署
・

消
防
団
の
協
力
で

実
施

杉並代表団が
世界大会ステージ上へ

原爆ドームを背に集合写真

69
（
ロ
ッ
キ
ュ
ウ
）
行
動
と
は
…
毎
月
６
日
ま
た
は
９
日
夕
方
に
区

内
主
要
駅
頭
で
お
こ
な
っ
て
い
る
平
和
宣
伝
行
動
の
こ
と
。
青
年
部

は
毎
月
数
名
行
動
に
参
加
し
て
い
る
。

立
憲
民
主
党
と
の
懇
談



2024 年 ( 令和 6年 ) 9 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 872 号(  3  ) 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認 す　　ぎ　　な　　み

９
月
当
初
人
員
３
、０
０
６
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　美江子
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■ 塩ビシート専門 ■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ ガラス工 ■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

CCUSレベルアップ

　

東
京
土
建
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
（
杉
並
・
中
野
・
新
宿
・

目
黒
・
渋
谷
・
世
田
谷
）

で
は
、
野
丁
場
従
事
者
の

交
流
を
目
的
に
「
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
Ｐ
Ａ
Ｌ
交
流
会
in

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
＆
Ｂ
Ｂ

Ｑ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
詰
所
に
ク
ー
ラ
ー
が

な
い
」「
ト
イ
レ
の
数
が

少
な
い
」「
監
督
の
パ
ワ
ハ

ラ
が
ひ
ど
い
」
。
こ
の
よ
う

な
現
場
環
境
も
み
ん
な
で

声
を
上
げ
る
こ
と
で
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
に
集
ま
っ
て
、

現
場
の
こ
と
、
語
り
ま
せ

ん
か
？

　

Ｐ
Ａ
Ｌ
（
組
合
職
長
の

会
）
は
、
職
長
を
中
心
に

大
手
現
場
従
事
者
の
組

織
化
、
現
場
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
の
土
台
と

し
て
２
０
０
６
年
に
本
部

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
杉

並
支
部
の
現
在
の
会
員
数

は
74
人
で
す
（
２
０
２
４

年
4
月
現
在
・
全
都
２
、

６
１
４
人
）
。
公
契
約
条

例
適
用
現
場
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
、
春
と
秋
の
大

手
企
業
交
渉
へ
の
参
加
し

「
現
場
の
生
の
声
」
を
届

け
て
い
ま
す
。

10月13日（日）受付時間：9時～11時まで
正面入口 スカイゲート付近
11時までに園内「バーベキューパークJU-JU」へ集合
BBQのみ：大人（18才以上）3,500円　小中高生2,000円
BBQ+ワンデーパス：大人（18才以上）7,000円　小中高生3,000円
9月25日（水）※ 申し込みは支部・高取まで

日 時

受 付

集 合

締 切

参加費

野丁場
従事者
集まれ！

西部ブロックPAL交流会
inよみうりランド＆BBQ

　今年も7月22日から26日まで杉並支部
会館にて宿題お助け塾がおこなわれ、延べ
30人の子どもたちが宿題や自由研究を終
えました。
　初日は、まだ学校の補習があり、なかな
か子どもたちもそろいませんでしたが、だ
んだん日を追うごとに慣れてきて、お互い
相談しあって宿題を攻略し始めました。
　時には大学生になったOGも来てくれ
て、彼女の言葉かけのうまいこと、すてき
な先生の登場でした。みんなで勉強するっ
て本当は楽しいのです。
　自由研究も一人のアイデアが次々発展し
てできあがっていくのです。学校がばらば
らだから同じようなものでもみんなで考え
たところもわからないから大丈夫。中学生
の宿題に小学生も興味津々です。そこが面
白いところです。来年はどうぞお気楽に子
どもたちを寄せてください。涼しくて子ど
も同士の良い学びが体験できます。

　白色で発行されるCCUSカード
ですが、一定の就労日数と取得資
格があればレベルアップできま
す。詳しくは支部担当・村松まで

　今年の4月より労働安全衛生規則（通称「安
衛則」）の一部が改正され、労働者が保護具を
使用する時は、保護具着用管理責任者の選任
が義務付けられました。下記の日程で講習会を
開催します。
　[日　時]　10月15日（日）9時～
　[会　場]　東京土建技術研修センター
　[費　用]　15,000円
※申し込みは支部担当・村松まで（定員30名）

保護具着用管理
責任者講習

税金学習会
【
税
金
対
策
部
・
発
】
２
０
２
３
年
10
月
1
日

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
、
免
税

業
者
も
課
税
業
者
と
な
っ
て
消
費
税
を
納
め

る
事
態
と
な
り
、
事
業
者
の
負
担
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
賃
金
は
わ
ず
か
な
上
昇
の

み
で
、
物
価
高
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

各
国
が
お
こ
な
っ
て
い
る
消
費
税
率
の
引

き
下
げ
こ
そ
が
、
内
需
を
拡
大
す
る
特
効
薬

で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
問
題
点
や
電
子
帳
簿

保
存
法
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
制
度
と
も
関

連
付
け
て
学
習
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

[ 日　時 ]
9月27日（金）19時～

[ 会　場 ]
杉並支部会館3階
[ 講　師 ]

佐々木 淳一 税理士
[ 対　象 ]
建設従事者

組合未加入者も参加可

[ 参加費 ]
無料

消
費
税
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か

夏
休
み
宿
題
お
助
け
塾
を
終
え
て
【
三
村
彩
子
元
教
員
・
記
】

みんなでみんなで
勉強勉強
するってするって
楽しいね楽しいね

みんなで
勉強
するって
楽しいね

ひまわり（旧主婦の会）観劇会

劇団団四季「美女女と野獣」

【
ひ
ま
わ
り
会
長
大
島
孝

子
・
記
】
今
回
、
ひ
ま
わ
り

で
初
の
試
み
と
な
る
劇
団
四

季
観
劇
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幕
が
上
が
り
、
す
ぐ
目
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
工
夫
さ
れ

た
大
道
具
に
小
道
具
、
演
者

さ
ん
た
ち
の
衣
装
も
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
手
が
尽
く
さ
れ

て
い
る
の
が
素
人
な
が
ら
わ

か
り
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
く
物
語
に
、
終
わ
っ

て
ほ
し
く
な
い
気
持
ち
に
な

り
、
惜
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

公
演
が
終
わ
っ
て
も
ず
っ

と
余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん

か
ら
は
「
良
か
っ
た
」「
ま
た

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
ま
た
違
う
作
品
で
こ

の
よ
う
な
企
画
が
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
で
は
、
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

月
々
１
０
０
円
の
会
費
で
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
安
価

で
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
支
部
担
当
・
村
松
書
記
ま

で
。

47
人
で
観
劇
し
ま
し
た

舞
浜
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー

２
、
０
０
０
人
超
収
容

どんどん進む物語、終わってほしくないどんどん進む物語、終わってほしくないどんどん進む物語、終わってほしくない

大島 孝子
ひまわり会長

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
を
取
得
し
た

浅
田
副
委
員
長

ゴ
ー
ル
ド
を

め
ざ
そ
う

現
場
の
こ
と
、

現
場
の
こ
と
、

語
り
ま
せ
ん
か
？

語
り
ま
せ
ん
か
？

概
要

現
場
の
こ
と
、

語
り
ま
せ
ん
か
？

ＰＡＬ会員
募集中！

三村 彩子さん
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第 369 回

　昨年に引き続き、杉並写真コンクールを開催します。プロの
写真家による入賞作品審査と講評があります。
■応募資格　組合員とその家族
■応募ジャンル
　① 組合活動　② スナップ写真
　③ 風景　　　④ 「憧れ」の4部門

※ 応募は1ジャンル３点まで（１人最大12点）
※ 応募作品は昨年12月から応募締切までに撮影したもの

■応募締切＝2024年10月31日（木）
■応募方法
　① 応募用紙と一緒に写真データを支部まで提出ください
　② 写真データは支部メールまたは
　　 支部LINEからも投稿可
■表彰＝特選1点・準特選1点・入選3点
　※詳細は支部双木まで

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、ダ
ク
ト
工
事

で
得
た
技
術
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。杉
並
や
中
野
、新
宿
に
は
板
金
屋

が
多
く
、2
代
目
20
人
く
ら
い
で
一一（
い

ち
い
ち
）
会
と
い
う
組
織
を
作
り
、人
工

の
貸
し
借
り
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

み
ん
な
20
代
で
勢
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

板
金
技
能
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
板
金
組
合
に
加

入
し
ま
し
た
が
、
10
割

給
付
の
土
建
国
保
に

魅
力
を
感
じ
て
杉
並

支
部
に
加
入
、目
や
ヒ

ジ
の
手
術
で
の
医
療
費

払
い
戻
し
や
お
見
舞
い

金
、税
務
調
査
の
立
ち

合
い
な
ど
で
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。

始
め
た
の
は
23
〜
4

歳
の
頃
で
今
で
も
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー

で
プ
レ
イ
し
た
り
、
組

合
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

参
加
し
て
い
ま
す
。緑
の
中
に
居
る
と
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

　

法
人
を
設
立
し
た
あ
と
、
息
子
に
代

表
を
譲
り
ま
し
た
が
、今
で
は
す
っ
か
り

材
料
も
材
質
も
変
わ
り
ま
し
た
。
今
主

流
の
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
は
ア
ル
ミ
が

混
ざ
っ
て
い
る
た
め
、当
時
お
こ
な
っ
て

い
た
塩
酸
を
使
っ
た
ハ
ン
ダ
付
け
も
で
き

ま
せ
ん（
今
は
コ
ー
キ
ン
グ
や
糊
付
け
で

仕
上
げ
る
）。

　

時
代
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
ま
す
。

考
え
て
み
れ
ば
随
分
楽
に
な
り
ま
し
た

が
、少
し
寂
し
さ
も
感
じ
ま
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
杉
並
区
堀
ノ
内
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
4
人
兄
弟
の
2
番
目
、戦
中
生
ま
れ

な
の
で
名
前
の「
勝か

つ
ゆ
き行

」
は
、戦
争
に
勝

つ
よ
う
に
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

近
所
に
も
「
勝
」
と
い
う
漢
字
を
使
っ
た

名
前
の
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

食
べ
物
も
着
る
物
も
な
い
、
本
当
に
大

変
な
時
代
で
し
た
。

　

高
校
を
中
退
し
、
手

に
職
を
つ
け
た
い
と
思
い
、

父
親
の
ツ
テ
で
横
浜
に

あ
る
ダ
ク
ト
会
社
に
就

職
。
出
張
で
全
国
を
廻

り
、富
山
に
あ
る
紡
績
工

場
の
現
場
で
は
、女
工
さ

ん
が
多
く
働
い
て
い
ま
し

た
。「
標
準
語
が
カ
ッ
コ

い
い
」
と
、
え
ら
く
モ
テ

ま
し
た（
笑
）。

　

当
時
、
ダ
ク
ト
は
現

場
で
亜
鉛
鉄
板
を
用
い

て
手
加
工
で
作
り
ま
し

た
。
鉄
板
は
ト
ロ
ッ
コ
の

線
路
で
叩
い
て
折
り
曲

げ
ま
す
。も
の
凄
い
音
が
し
ま
す
。
今
は

機
械
で
折
り
曲
げ
ま
す
が
、
折
り
曲
げ

た
鉄
板
を
組
み
合
わ
せ
リ
ベ
ッ
ト
で
溶

接
し
、ダ
ク
ト
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
労

力
は
相
当
な
も
の
で
し
た
。

　

板
金
屋
だ
っ
た
父
親
の
家
業
を
継
ぐ

た
め
20
歳
の
時
、杉
並
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。板
金
と
ダ
ク
ト
で
は
板
厚
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、ハ
サ
ミ
や
金
槌
を
使
用
す

時 代 の 進 化 に

少 し の 寂 し さ

大
おおたか

髙 勝
かつゆき

行さん　泉南・板金

慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

7
月
申
請
8
月
給
付
分
24
件

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た

時
の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚
や

出
産
、
仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ

た
時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み
ん

な
の
助
け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

自身の写真力を試そう！

～写真で伝えたいこと～
杉並写真コンクール第２回

【
青
年
部
・
発
】
青
年
部
は
８
月
18

日
に
青
年
部
員
と
家
族
の
計
12
人
で
、

夏
の
交
流
会
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
＆
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

場
所
は
奥
多
摩
に
あ
る
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

東
京
で
す
。
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に
着
替

え
、
山
を
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
渓
谷

（
キ
ャ
ニ
オ
ン
）
が
あ
り
、
水
は
冷
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
き
れ
い
で
、

天
然
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や

滝
つ
ぼ
へ
の
ダ
イ
ブ
、
遊
泳
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
か
ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交

流
会
を
開
催
。
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
後

の
一
杯
が
タ
マ
ラ
ナ
イ
！
お
店
が
用
意

し
た
食
材
で
は
全
く
足
り
ず
、
買
い

込
ん
で
き
た
お
肉
や
海
鮮
も
大
い
に

堪
能
し
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

近
く
の
河
原
へ
。
気
が
付
け
ば
、
夕

方
ま
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
初
め
て

参
加
し
た
太
田
竜
介
さ
ん
（
高
和
・

楊
重
）
は
、
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
は
人

生
に
一
度
は
味
わ
っ
た
方
が
い
い
ほ

ど
ス
リ
リ
ン
グ
な
体
験
だ
っ
た
！
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
青
年
部
は
こ

れ
か
ら
も
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

青
年
部
、
奥
多
摩
で

遊
び
尽
く
す

みなさんの参加お待ちしています

キャニオンで集合写真

大髙 勝行さん

応
募
は

コ
チ
ラ
か
ら


